
白 草地および家畜の生産からみた放牧庄

北海道農業試験場草地開発部 鈴 木 慎二郎

草地は一度造成されるとそれが永い年月にわたb、また年に何回も利用される点で他の作物と

は異なる。しかも採草利用が他の作物と同様収穫の段階では機械的であるのに対してー放牧利用

は収穫そのものも機械守なものではな'(、一つの生態系であれーイ固の生物体になける変化とみ

るとともできる点でまた様相を異にする。

牧草は家畜の生産をと争して評価されるべきであることはよく言われるが、放牧の場合は収穫

の段階でも多〈の要素・がからみあううえ、更にそれが草地の遷移、家畜の生産に影響をお、よぼす

、ということが繰返えされてい〈ので、滴正な評価を下すのは簡単ではない。

一定面積からの家畜の生産を増大させるためには①草地の生産力と質の維持、向上 ②利用率

の向上 ③放牧頭数の増加ということが必要であb、ことに技術としての放牧庄、結果としての

牧養力のnコ鳴がある。この三つは勿論切b離して考へることはできないが、放牧庄の解析にあた
っては多〈の面から、いろいろの要素を対象としてすすめられている。ここでは便宜上、草地を

主体としたもの、家蓄を主体としたものに分けてみて行くことにする。

f古}放牧の強さをあらわす言葉としては放牧圧、放牧強度、利用強度、利用率、採食率などがあ

b、具体的には面積当bの頭数、放牧前後の草丈(草景)、休牧日数、放牧回数、採食量と生産

景り比などで示されるが、その間の関係は必ずしも明確でない。ここでは放牧圧を放牧方式まで

含めた広同意味で、の放牧の強さとして取扱う。英語では s.t 0 c k i n g r a t e， s七ocking

in七ensitァ， grazing pres.sure， grazing in七8ns土七y，hsr"Qage 

U七ili za七ion などがこれらにあたるものであろう 0

1 草地主会主主力の推移と放牧圧

草地の生産力に対する放牧圧の影響をあきらかにするということで司は放牧時の草丈(草景)、

放牧間数、休牧日数によ b放牧の強さを規制jした試験がよぐ行なわれる。放牧の頻度が増すと

乾物収最は減少し、 3--5インチという低い草丈'で放牧を繰返えすと‘ 9--1 3イYチまで待

てって放牧した場合にくらべて、オーチヤードグラス、フヱスク類、ライグラス類、 l クローパ類
り、 2)、り、~)、 6)

などいす苛もの草積も年間収震は 10---30鴨低下する。 じ表1) 放牧間隔(休牧日数)で
n、8)、η

みても額l支が増せば収日:はさがb、 19iJえば夏期間に 6回、 4回、 5回の放牧をしたところ、

5回の 4.3 1 OK9/ha'こ対して佃では 3.18 OKf1 /haと一番少ない。又、元来生産力の低い野草に加

ては一層顕著で放牧前の生産力に回復するのには更に長い期間(3...... 4年)の休牧が必要であ
10) 
るJ一方放牧の強さを草をどとまで利用したかということでみればより強い放牧、すなわち草

丈2--2.5イシチでとどめるよbも0.75........， 1インチというように低くまで利用した方が収量
ー 2)、3)-、4)、QF A-
はま長い口 Lかし」れιついては l年ては低〈まで利用した方が収景は多いが、 3-5年では逆

にある程度(草丈3-4インチ)残して放牧をつづけてきた方が収最は多くなるというものも

あFJ筆者の械でも問じ傾向を認めている。
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、表 1 ・放牧強度とオーチヤードの収最(BrYa n七， 1 9 61 ) 

放 牧 5主 度 放牧 回数
5ク年年庁雫、y均b企収ーカ号ー 4年(自4のE刈lメ取fJ)収景

(草 丈) (1955..:v1957) 

5イYチ→ 0.75インチ 2 7 4 0 7 8 8 9 6 4 

11 λ.，. ー~ 0.75 11 1 8 5 7 5 7 ..9 1 9 4 

5 1/ → 2.5 11 3 2 3 3 8 7 951 6 

1 1 11 → 2.5 11 2 3 4 3 6 9 1 0 3 8 4 

出穂期ー→ 2.5 1/ 1.6 5 9 9 2 9 3 9 6 

(そ付愛1:1"→ 2.5 11 

開花期→ 2.5 11 1 3 5 2 6 5 959 8 

(そd受1ヤf→，2..5 11 

以上のような試験は草地に対して一定の規制をできる利点をもつが、実際の放牧にはそぐ

わない面があり、とくに"Pu'七 and 七ake 方式"でもとらぬかぎり年間通じての家畜の

放牧効果をあきらかにでさないのが欠点である D そとで草地に対して常に一定の圧を与へ~

ととはできぬが、草地と家畜の両面をみることができるというととで頭数或は面積によって

放牧の強さをき.めた試験もよぐ行なわれる口頭数の土防[Jは利用率を上昇き控るが、乾物生産
12J、13)、14)、15)、

を減少さ社、頭数がある線をとすと急激に低くなる。 例えばエーカー当D
4.5、~ 0、13.5頭の牡債を放牧じたところ乾物収資はそれぞれ 83.5( 100.)、78.3( 93)、

67.9(81)K9であったふそしてと'のような放牧庄の増加による収賢の低下は腕月!日や家喜子の排
_.. 16)..17)、18)

組-物による窒素の還元によって殆んど回復しないとも冨われている。 叉1・:rf:潤な土填1
~ 2) 

で放牧頭数を多くするのは力[越度的な収予定の低下をまねし一般には踏圧による士培への影

l響は容積重や硬度の増大、従って空気や水分の浸透性や保持力め{H.;下がもたらすという形で
11 )、 19)

徐々に収最の低下をまね〈のであるが、 土壌水分が非常に多い場合にはその前に植物体

が商接的な損傷を受け消失してしまうのであるロ:特にオーすヤードグブスや赤クローノくはこ

の損傷を受けやす〈、 νロクローパも幾分は損傷されるが禾木科.草との競合が減るため割合

よく維持されるようであるの放牧の強さの影響を季節別にみると春の、特に 1回目の強い放
1)、2)、20)

牧がその後の収最低下をまねき、 それが秋には 1日当りの乾物生産揺が軽lハ放牧を

つづけた場合は 601b/ac、強1ハ放牧の場合には 351b/acという結果になる。しかしこ
り、 2) ー

の影響は翌春には持越されすー 表 1に示したように 5年間拾い放がfをつづけても 4年目

に同じように刈取ったととるあまb差は7まかった02)

収量の変fじとともにこの間当然、草型、草種構成、草質も変化している。生物はその環境、戸

に滴した姿で生存し、又滴したものが選抜される。牧草は他の作物に〈らべ管理が粗放なた〉

め雑草の侵入する機会も多〈、叉他殖性のものが多いうえ、それらが何穏類も混帯され長年

使用されるので特にとのことがはっきb観察される。強い放牧によってLAIは小さいがピ)
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1 L 7) 
非常に湿潤な土t郭のような場合は別として禾本科ー革、萱科草とも分けつ数、茎数は増え，.ノ密

度の高い短草型の草地にかわる。当然草種間の競合が名、こ夕、よ D強いもの、例えば赤クロー

パやオーチヤードグラスよりもライグラス、更にはνロクローパが多くなり、叉家畜の噌好に
やヂ)、12)、21) 一

あわないものや雑草の仕入か多くなる。 γヨでートローァーがヨンライグラスのよう

に強い放牧ではペレニ戸fル型のもの、軽!い放牧では千タグアジ22!のものが多‘ぐなる♂ということ
5) 

も起るJ頻繁な放牧で:は生殖成長にむかうことがはばまれ、 OP含最多<.-:....9ク'円ンf、フア
13)、14)、22)

イパー、セノレローズの少ない、消化率の高い良質なものとなる。 従って乾物収量が
13)二3)

最大の時、いつも蛋白収設や F.U.も最大であるとは限らない。

以上のように放牧圧を増すことは革質を向上させるが、乾物収量の低下をまねしこのとと

は牧草は地上部を除去されると同化組織の再生のためかなb長期にわたり貯蔵養分を:消費すナる

ことからも当然である口又強い放牧による収量低下{こ対して施肥の効果が少ないのは:一つには

踏圧によb土墳条件ーが悪化すること、一つには再生した同化組織が肥料を充分利用できぬうち

に又地上部を採食されてしまうためであろう口

それでは実際の放牧におもいても草丈が低い時に頻繁に放牧を繰返えすこと、又放牧頭数をi脅

すζとが不利かというと問題は別である口一つには利用景(生産量×利用率)の問題である口基

本的には強い放牧圧をつづけると生産力は低下し、利用率が高いにもかかわらず、利用量は低

下するのであり、利用率別に生産量を調査じたザIJでも利用率が 70私以上の場合 F.，u.収量は
23 ) 

少なν~o そとまで達していない段階では放牧圧の増加により生産量はややさがるが利用率の

上昇によ b利用量の増加をもたらすのである。13)、15) この関係を図 1に模式的に示した。造'

成後日が残〈生産力の高い草地では凶のようなことが起'.0やすく、強い放牧を-長年つづけると

(B)のようなことになるのではなかろうか。

図 1. 草設と利用最の関係 f
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(A) 放牧匠の増加による草量低下
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利用量が急増する場合

也) 放牧庄の増加による草量低下
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もう一つにはスプリングラツνユといわれるように季節的に大き〈変動する草量に対して如

何に対処するかというととがある。過剰草を他に持出して利用できる場合は別として、同一面

積で同一頭数を年間通して放柑させなければならない場合には春の強い放牧によb再生力を争

さえ、年間とお、して良質の草を平均して保つという技術も考へられるであろう口、

2. 放牧庄と家畜生産

一定市積からの畜産物の収量をきめる一つの要素として放牧圧と草景の関係をみてきーたが、ー

もう一つの要素として頭数(放牧庄)と家高一頭当 bの生産量との関係がある。との関係を草

置が一定であるとして模式的にかけは関2のと金Dであるo

図 2 放牧圧と家畜生産ーの理論的な関係、

A<一頭当bの生産量と一頭当 bの頭数

A. ~ t 
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すなわち常的にみて、白頭数を増加させるに従ぃーよ顕当りの草置は減ってゆき、それがある点ま

で達すると一頭当bの生産景が減bだす、この変曲点で面積当bの生産量が最大になるという

ことである。実際には草量元草質は放牧区忙よって変化し、利用率もかわるのでこの

ような直線的な関係ではなぐ、一定の範囲内では一二頭あたbの生産量が滅'!Jtざしても面積当b
白戸 ι 13)、15)

の生産量は上昇して汀ぐのである。これらは全て利用率の増加にもとず〈もので、草地

生産力が増したのでほないo

これらの関係をあきらかにする一段階として放牧圧による草最の動きを排除して、家喜子に常

に同じ主主最を与へた形の試験が行なわれている。例えば表 2に示!したように革賢治:被るに従い

採食量と一頭当りの生産長ほ減るが、飽食賓の 2倍の草電ーがあれば、それ以上あってもこれを
.2J) 

生産に結'(fつけることはでできないo 飽食鼠の吏K高い高能力牛の場合でも同じである。)しかし
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表 2. 草子まと採食最(Greenha工gh，:1' 966 ) 

1日当り草最(乾物)均愈 1 1. 4 1 5.9 2 0.4 25.6-' 

日 採 食 量 1 0.9 1 1.9 1 2.6 • .1 2.6 米米米

。 M i宵 化 -被.， 7 5.0 7 5.2 7寸ー 75.6 米争長卦七

4 司。 F U 内 M 1 5.2 1 5.0 1 5.9 1 5.6 .N'，.S 
無脂固形分(%) 8.48 8.67 8.89 8.82 米タ~.

体 重 劫，;xて』 化 K均 - OJ 十 0.3 十 0.2 十 0.3 う長

とれに対しては草地がちがえば可消イじ有機物の採食費でみても、飽食最に達する時の草量もち
27) 

がえは、1 飽食罰そのものもちがうともいわれる。 このよう・な形で放牧圧をみると、前に放牧

圧の増加によb草質はよくなb消化率もあがるとしたのとは逆に、家畜は草最不足のためやむ
13) 

をえず質のよくないところまで採食するため消化率はさがる。 これは草地を 2固にわけで放
28 )、 29)

牧した時一層あきらかで、 最初の群:.'こ草量の 58 ~もまで探食させ、そのあとに別の群

を放牧したところ蛋白合最は最初 20.3%だったものが、あとの群の放牧前には 14.6 %、最後

には 12.2%に低下している。 DM採食量も先の群の 33.4ポジドに対して後の群は 28.5ポン

ドてF搾乳費も 20......， 309も少ない。このことは草地の利用方法として高能力牛と低能力牛(乾

澗牛)をわけで放牧するという方法を府委している口個体当りの生産量、面積当bの生産量の

変曲点は放牧方法によってもちがい、前の例もその一つであろうが、多くは輪換放牧と連続放

牧の形で比較されている口放牧圧が{まい段階で・は両方式の問に差はな〈、放牧圧の高い段階で

のみ輪換放牧の有利性を認めているものが多加。放牧方式と放牧圧との間に有意な相互作用が
30)、31)、32)

あb、最適な放牧庄は輪換放牧の方が 5......， 100;0高いところにあるようである。

このことは放牧圧或は放牧方式の試験を行なう際には常に留意されるべきことである。放牧圧

と家苔生産の関係については、→日産乳f君:について母体を犠牲にするためか差がみられない例

もあるが、一頭当bの生産は減少を認めながらも、最i商な放牧がどこにあるかとW うことにな

るとまちまちである。そこで多くの試験結・果から或は草置と牧養力との関係からJ草長一家苔

当bの生産量一面積当りの生産艶の関係につlハて回帰式を求めたb、或は全〈理論的に解析し
24)、33)、34}、35)、37)

ょうとする試みがなされている。 しかしこれらの結果がまたそれ研、

ちがい、実用的でかつ汎用的なものはまだ得られていない。図 5にRiewe らが得たこれら

の関係の一部を示したが草地によって、年次によって大きく変動するのである。

以上のように放牧圧の問題を土壇ー草地一家高という生態系の中で潤確に把握し、他の要素

との相互作用を量的にあきらかにすることは非常に困難であb、今後の研究にまたなければな

らない点'が多い。しかし技術としてみた場合には、たとへば過放牧にならない程度に放牧圧を

増加させるというような案外簡単なことかもしれない。
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面積当bと 1頭当りの生産景1こ対する放牧の関係関 3.
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